
令和３年度　川北町立川北小学校　学校評価　期末評価報告

評価項目 具体的取り組み 評価指標 達成度判断基準 備考 ２学期までの成果と課題 ３学期・次年度へ向けての改善点 １学期の成果と課題 ２学期以降の取組・改善点

1

＜学力向上ロードマップに
　　基づく組織的実践＞
・校務分掌担当者と主任、主任間の積
極的な意見交流による取組。
・定期的な検証、改善の確実な実施。
（ＰＤＣＡ）

学校評価計画と学力向上ロー
ドマップを表裏一体のものとし、
運営会議での主任間の意見交
流を積極的に行い、組織的計画
的な取組の検証、改善を進め
る。

【満足度指標】
学力向上ロードマップに基づき、全

職員が学校経営方針の具現化に向
け、積極的に組織運営に携わって取
組の改善を進めている。

　学力向上ロードマップに基づいて積
極的に分掌業務に取り組み、具体的
な改善を進めている教師の割合が
Ａ：９０％以上
Ｂ：８５％以上
Ｃ：８０％以上
Ｄ：８０％未満

主担当：教頭
評価方法：教職員アンケート
実施時期：７月、１２月

A
１００％

（４＞３）
A

１００％

（４＞３）

　組織的な学校運営が継続され、学力向上ロードマッ
プに基づき、主任の共通理解を図る運営委員会を起
点として、全職員が学校経営方針の具現化に向け、
積極的に組織運営に携わって取組の改善を進めてい
る。また、職員会議で確認された事項も主任を中心と
した分掌部会で確実に検証され、改善が進められて
いる。

　年間を通じて主任からの具体的な指示が適切に出
され、職員一人一人が分掌部会の取組を主体的担っ
て業務を遂行できるよう、今後も主任間の連携を生か
した運営委員会を機能させ、全職員がロードマップを
意識しつつ、足並みをそろえた組織運営の重点化と効
率化を図りたい。

　組織的な学校運営の意識が全職員に浸透し、学力
向上ロードマップに基づき、全職員が学校経営方針の
具現化に向け、積極的に組織運営に携わって取組の
改善を進めようと努めている。また、運営委員会での
確認事項が主任を中心とした分掌部会で確実に検証
され、改善が進められている。

　分掌部会毎の取組は、主任からの具体的な指示を
受けて、職員一人一人が主体的に業務を遂行してい
るが、部会間の連携をさらに丁寧に進めることで組織
運営の効率化と重点化を図り、ロードマップ上に明示
することで全員に浸透させたい。

2

＜「チーム学校川北」を実現する
　　学校風土の形成と人材育成＞
・協働して学び続ける職員集団。外部
研修への積極的参加。
・人材育成による業務改善の推進。
・高い危機管理意識による安全安心な
学校づくり。

教職員全員が相互に日常的な
教師力向上に関わり、積極的に
研修に参加しつつ、教育効果を
高める工夫を推進することで、業
務の効率化を進める。また、危
機管理マニュアルの確実な取組
と検証を進め、危機管理意識の
向上を図る。

【満足度指標】
各種研修に積極的に参画し、実践

的指導力が向上することで業務改善
が進んでいる。また、危機管理マニュ
アルに基づき、指導や訓練が確実に
取り組まれている。

　各種研修に積極的に取り組み、学
ぶ楽しさを生む授業設計を工夫し、
実践的指導力を向上させることで業
務改善を進めた教師の割合が
Ａ：９０％以上
Ｂ：８５％以上
Ｃ：８０％以上
Ｄ：８０％未満

主担当：教頭
評価方法：教職員アンケート
実施時期：７月、１２月

A
１００％

（４＞３）
A

１００％

（４＞３）

　県教員総合研修センターや町学教研の研修、校内
での授業力向上を図る取組や若プロ研修に全員が積
極的に参加し、実践的指導力が向上してきている。職
員室における授業や業務へのアドバイスや意見交換も
日々行われ、児童の実態に合わせた工夫を施すこと
で、業務改善にも結びついている。また、危機管理マ
ニュアルに基づき、前年度の反省を生かした指導や
訓練も計画通り取り組まれている。

　悉皆研修や指定研修だけでなく、コロナ禍で取り入
れられたリモート研修を含めてより多くの研修機会を提
供できるよう、また積極的に参加できるよう年度当初
から予定や計画を全員で共有していく。校内では月ご
との全体研修を若手に限らず全員が参画できる若プロ
研修にしていくことで、各人が次のステップを見据えた
学びを得られる内容を相互に提供していく機会を設け
る。

　悉皆研修や指定研修だけでなく、町内オープンス
クールや共同研修に全員が積極的に参加している。
今年度の若プロや校内研究とも併せて実践的指導力
の向上がみられ、授業や業務の工夫を各人が進め、
業務改善が進められている。また、危機管理マニュア
ルに基づき、指導や訓練も確実に取り組まれている。

　校内での若プロでは、セルフチェックシート（９月中間
期評価）を踏まえて、全体研修の内容を再検討する。
また、校内サーバーに残したプログラムの記録を、若
手に限らず中堅･ベテランも共有しふり返る機会をつく
ることで、互いに実践的な指導力を高め合い，業務改
善にもつなげらるよう全体のレベルアップを図る。

3

＜「学びを楽しむ」授業づくり＞
・学ぶ目的の意識化
・学校研究の推進による授業改善。
・効果的なＩＣＴの活用。

日々の教材研究に努めるととも
に，校内研修の充実を図り、実
践を重ねながら授業改善を推進
する。

【満足度指標】
教師はねらいを明確にもち、教材研

究を行い、学ぶ楽しさを生む授業設
計の工夫をしている。

　ねらいが明確で、学ぶ楽しさが生ま
れる授業づくりに取り組んでいる教師
の割合
Ａ：８５％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７５％以上
Ｄ：７５％未満

主担当：研究主任
評価方法：教職員アンケート
実施時期：7月、12月

A
１００％

（４＞３）
A

１００％

（４＞３）

　要請訪問では、全体で指導案検討を行い、研究授
業をもとに学ぶ楽しさが生まれる授業づくりについての
研修を図ることができた。1学期に引き続き、2学期も
授業力の向上を目指して授業交流週間を計画的に
実施した。「見通し」「つながり」「達成感・有用感」のい
ずれかに重点を置いた授業を参観することで、想定し
た児童のゴールの姿が達成されたかどうかがわかり、
部会間を越えた授業交流によって、指導力の向上が
図られた。

　3学期は、進級に向けた学習意欲の向上もねらって
授業改善を進めていく。そのために、自分の考えをもっ
たり、表現したりする機会を多く設定することに重点を
おいて、学ぶ楽しさを生む授業設計を工夫を図ってい
く。その中で、次の学年に向けて相手意識を高めて学
習に取り組んでいく力もつけていくこともねらっていく。
指導事項と児童の実態を基に、つけたい力を明確にし
た授業設計を行うことや児童の学びを的確に見取る
力を日々の授業実践の中でつけていくことを継続して
いけるようにしたい。

　授業交流週間では、授業者が単元構想シートを使っ
て教材研究を行うとともに、部会内で参観シートをもと
に授業を見合う機会を設け、実施することができた。1
学期は、「見通し」「つながり」「達成感・有用感」の視点
をもった授業づくりについて提案授業と授業交流週間
を通して意識づけを図ったが、教職員間の学びの共有
については十分に図ることができなかった。また、指導
事項と児童の実態を基に、つけたい力を明確にした授
業設計を行うことや児童の学びを的確に見取ることに
ついて力をつけていく必要があると感じている教職員
が多かった。

　要請訪問では、研究授業をもとに、学ぶ楽しさが生
まれる授業づくりについての研修を図る。また2学期
は、1学期の取り組み方を改善しながら部会間を越え
た授業交流を行い、授業力の向上を図っていく。
〔２年生の毒か威力が低いように思える・・・関係者評
価委員〕

4

＜基礎的･基本的な知識･技能の
　　　確実な習得＞
・本時の目標で貫かれた授業実践。
・パワーアップタイムの有効活用。
・家庭と連携した学習習慣の確立。

　基礎的・基本的な知識・技能を
確実に身につけるために、計画
的にパワーアップタイムを活用す
る。

【成果指標】
単元末テストにおいて、国語科の言

語、算数科の知識・技能に関して児
童は基礎・基本を定着させている。

　単元末テストにおいて、国語科・算
数科ともに80％以上を達成した児童
の割合
Ａ：９０％以上
Ｂ：８５％以上
Ｃ：８０％以上
Ｄ：８０％未満

主担当：教務主任・学力担
当
評価方法：得点集計
実施時期：７月、１２月

B
89.2%

国語87.4％
算数91.0％

89.9%

国語89.2％
算数90.6％

　基礎的・基本的な知識・技能の定着にむけ、新出漢
字の学習は計画的にくり返し習熟する時間を確保し学
期末テストで定着を図った。計算も必要に応じて前学
年の復習をしながら、学期末で定着を確認した。ま
た、学力調査の分析結果から課題と思われる項目を
重点化し、活用問題に取り組むなど、検証結果を改善
につなげている。
家庭学習については、１学期に課題とされた項目を重
点に強化週間を設けたことで、積極的に取り組む児童
が増えた。しかし、目標時間を達成した児童の割合は
１学期とほぼ同程度であった。

　引き続き基本的な知識･技能の習熟に取り組む。ど
の教科もめあてを明確にし児童の意欲を引き出す工
夫を行い、学年で身につけるべき力の確実な習熟を
目指していく。また、学力調査の分析を基に授業改善
を進め検証していくとともに、習熟度に合わせて反復
練習を行う。
家庭学習習慣については、学習目標時間を次学年の
目標に向けて取り組むことを重点として強化週間を設
けていく。

　授業実践では、本時の目標とゴールの姿をイメージ
した授業づくりに心がけ、月1回のセルフチェックで意
識が高まった。また、パワーアップタイムを活用して漢
字計算の習熟を図ったことにより、少しずつ定着してき
た。さらに週１回の活用力問題に取りくむ時間には1学
期は学力調査の結果から基礎的な問題に取り組むこ
とで、ローマ字などくり返し補充できた。家庭学習強化
週間の取り組みにおいては、目標時間を達成するため
に高学年の児童では自学の工夫が見られた。

　パワーアップタイムでは、基礎的・基本的な知識・技
能の定着のため、課題が早く終わった児童は自分で
課題を見付けて漢字・計算の習熟を図っていく。漢字
の習熟を図るため計画的に漢字の学習を進め、時間
を確保する。また、活用問題にも重点をおいて取り組
んでいく。
家庭学習強化週間については、1学期の結果から「自
分で進んで」行う意識が低いため、始める時間を決め
るなど意識を高める工夫をしていく。

5

＜道徳授業を中心に教育活動
　　 全般を通して道徳性を育成＞
・教育活動全般にわたっての３つの心の
意識化。
・読書週間の定着（質と量の向上）

道徳の授業と学校生活を関連
づけて指導し、児童の道徳的心
情（３つの心）を養う。

【満足度指標】
児童は授業や学校生活の中で３つ

の心を伸ばそうとしている。

授業や学校生活の中で３つの心を
のばせた児童の割合
Ａ：９０％以上
Ｂ：８５％以上
Ｃ：８０％以上
Ｄ：８０％未満

主担当：道徳教育推進教師
評価方法：児童アンケート
実施時期：７月、１２月

B 89.9% Ｃ 84.7%

　道徳では，内容項目を意識して授業に取り組み、毎
回の学びをふりかえることができている。また、ファミ
リー道徳にも取り組み、児童と保護者が共に道徳教材
について考える機会になった。しかし、３つの心への意
識は低くなっている。
　読書への取り組みとして，図書委員による図書クイズ
が多くの児童が図書館に訪れるきっかけとなった。１０
０冊表彰を受けた児童も１０９名と増加した。

　６年生を送る会の事前に３つの心を意識した内容項
目に取り組み、意識を高める。また，年間を通じて３つ
の心を意識できるような掲示物や取り組みを提案して
いく。

　１学期のはじめに学級目標を決める際に「３つの心」
を提示したことで、意識することができた。春の遠足な
ど行事でのめあてに「３つの心」を取り入れることでもさ
らに児童の中での意識が高まっていることがアンケート
からうかがえる。
　６月に図書館に足を運んでもらうため、図書委員が
図書クイズを企画し、多くの児童が参加して読書に親
しむことができた。全校の図書貸し出し冊数は例年並
みだが、学級間で差はある。

　運動会や川小まつりなど、全校や学級で取り組む行
事があるため、事前に３つの心にあわせた重点項目を
扱い、めあてへの意識を高める。
　全校でさらに読書に親しめるような活動を図書委員
会で企画していく。

6

＜自己有用感の高揚と
　　　居心地の良い学級づくり＞
・生徒指導の三機能を生かした授業、
行事。
・明るいあいさつや思いやりのある言葉
使い。

　学級活動や縦割り活動、行事
を通して、自己肯定感を高めた
り、友だちとの関わりを感じられた
りすることができるよう、活動内容
やふり返りを工夫する。

【満足度指標】
　学級活動や縦割り活動、全校行事
に積極的に取り組んでいる。

　学級活動や縦割り活動、全校行事
に積極的に取り組んでいる児童の割
合
Ａ：９０％以上
Ｂ：８５％以上
Ｃ：８０％以上
Ｄ：８０％未満

主担当：生徒指導主事
評価方法：児童アンケート
実施時期：７月、１２月

B 88.5% B 85.3%

　運動会では，高学年が1人１役仕事を受け持ち，全
校のためにがんばろうとする気持ちを高めることができ
た。また，他学年のがんばりを見ることができ，児童に
とって良い刺激になっていた。川小まつりでは，友だち
のがんばりを見つける中で，自分自身のことをふり返る
良い機会となった。川小まつりでは，他学年の発表を
見たり聞いたりすることで関わりを深めることができた。

　6年生を送る会，卒業式を通して6年生を見送るとと
もに次の学年に上がることを意識させて取り組んでい
く。目的意識を持たせるために，児童自身が考えたり，
決定させる場を設けたりししていく。

　昨年度に引き続き全校を対象にした行事を行うこと
ができなかったが、児童会の任命式では５，６年生の
様子を１～４年生がリモートで視聴することができた。
５，６年生は任命されることで高学年として意識を高め
ることができた。
　縦割り掃除では高学年が低学年に掃除の仕方を教
えている様子や，低学年がもくもくと掃除に取り組む姿
が多く見られた。

　合宿や修学旅行，運動会や川小まつりなど学年，全
校で取り組む行事がある。めあてを明確にし，目的意
識をもって活動に取り組ませていく。これらの行事を通
して，児童一人一人に役割を持たせたり，喜びを共有
したりして学級への所属意識を高められるようにしてい
く。

7

＜体力・運動能力の向上＞
・スポーツテストによる課題の克服を通
した健やかな体の育成。
・けが防止教育の推進。

年間を通して，体幹を鍛える体
操・姿勢保持のための体操，な
わとび運動に取り組ませ，体力の
向上を図る。

【成果指標】
　学期ごとに、学年の縄とびの目標を
決め、達成できた児童の割合が８０％
以上になる。
・回数　　・取り組んだ回数　　・技

　各学期に、学年の目標を達成した
児童の割合が
Ａ：８０％以上
Ｂ：７０％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

主担当：保健主事・体育担
当
評価方法：なわとびカード
実施時期：６，１１，１月

B 72.0% Ｃ 67.0%

　２学期は，できる技の種類を増やすための取り組み
を行い，各学年に目標技数を設定した。とくに低学年
では，たくさんの技にチャレンジしている意欲的な姿が
見られた。一方で，なわとびが苦手な児童は消極的で
あった。旬間がスタートする前に，体育委員会でなわと
び啓発動画を作成し，全校に見せてもらった。どのよう
な技があるのか視覚的にわかり，児童のやる気につな
がった。「先生に挑戦」のコーナーは面白い取り組みで
はあったが，周知が十分でなく，あまり盛り上がらな
かった。全体的に意欲に繋げる工夫が必要である。

　なわとび旬間として，スポチャレ８の字に全校各学級
で行う。意欲へ繋げるために，体育委員会での８の字
啓発動画を作成し，視聴をしてもらう。また，異学年交
流（１年と４年，２年と５年，３年と６年）を行い，アドバイ
スをもらったり，良いところを褒めてもらうような機会を
設けることで意欲に繋げたい。また，取り組み結果を掲
示板に張り出すことでも意欲を引き出していく。

　１学期は，学年ごとに回数を目標とした数値の設定
して取り組み，多くの児童が長休みになわとびを跳ぶこ
とができた。特に、低学年を中心に，目標回数を目指
して積極的に取り組んでいる姿が見られた。しかし，ど
ういった意図で縄跳び旬間をするのかがわかっていな
い児童も多く、また、目標を達成した児童のモチベー
ションを保つ方法についても課題が残った。。
　今年度から導入した賞状は，学年に関係なく意欲向
上の有効な手立ての一つとなった。

　意欲付けのために，賞状は継続するが、活用方法を
見直し，各学級で扱いやすいように改良する。
　児童玄関に掲示板を置き，新たな取り組みを提示
する。
　縄跳び旬間の意図を体育委員が動画を作り，全クラ
スに視聴してもらうことで，動機付けとモチベーションの
持続を図る。
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＜健康教育の充実＞
　～望ましい生活習慣の確立～
・心の健康を重点とした保健指導の推
進。
・家庭と連携した早寝、早起き、メディア
の時間の取組。

　アウトメディアの取り組みを行
い、生活を見直したり、メディアを
使う時間をうまくコントロールしたり
する力を養う

【成果指標】
各取り組み期間でアウトメディアを意

識して取り組めた児童の割合が８０％
以上になる

　各取り組み期間に目標を達成した
児童の割合が
A:80％以上
B:70％
C:60％
D:60％未満

主担当：保健主事・養護教
諭
評価方法：アウトメデイアの取
り組み用紙
実施時期：５．７．１２月

A 88.6% Ｃ 60.4%

３年生以上の児童は、自分のメディア利用状況のチェックと
メッディア依存度自己チェックを行った。また児童保健委員
がその集計結果をまとめ、本校の課題や健康への害につい
て動画で全校に発表した。保護者にも、本校のメディア利用
に関した課題と冬休みのアウトメディアの取り組みについてお
便りや個人懇談会で動画上映をして知らせた。児童は自分
で目標を決めて冬休み中のアウトメディアにチャレンジした。
目標を意識して取り組めた児童がいた一方で、「することがな
い」「保護者が不在で管理する人がいない」などの理由から目
標が達成できなかった児童が多くいた。メディア以外の楽しみ
を持つことやメディア利用の際の時間を管理する力をつけて
いく必要がある。

メディア利用の際の時間の管理は、初めから児童だけ
で行うことは難しい。そのため、個人の成長に合わせて
時間の管理の力をつけられるよう保護者にお願いする
とともに、メディアコントロールのとりくみを今後も継続し
て行う必要がある。また、メディア以外の楽しみを持つ
という視点も意識した取り組みを考えていきたい。

　５月のアウトメディアの取組は、児童にとって自分のメ
ディア習慣について顧みる機会になった。１回目となる
この取組では、自分の課題に合ったコースを選んでい
ない（コース選びが甘い）児童も見受けられた。
　夏休み前に保健委員が作成した動画でメディアの害
を動画で伝えた。児童は今まで知らなかったメディア
の害に気づき、自分の生活に照らし合わせて視聴する
ことができた。

　自分の生活行動に合わせたコースが選べるようにア
ウトメディアカードを改良していく。
　ゲームやネットなどのメディア以外でも楽しく過ごす工
夫を考えさせたり、紹介したりする。
　保護者に対しても啓発する手立てを考える。
〔不審者に対する危機管理意識が低いように思う・・・
関係者評価委員〕
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＜地域人材の活用による
　　キャリア教育の充実＞
・各教科、総合的な学習の時間等によ
る積極的なゲストティーチャーの招聘。
・ふるさと教育の取組。

　ゲストティーチャーを活用した
授業を積極的に行い、将来の夢
や希望をもつ機会をつくる。

【成果指標】
　ゲストティーチャーを活用して、夢や
希望をもつ授業を行っている。

　年間２回以上ゲストティーチャーを
活用して、将来の夢や希望をもつ授
業を行った教師の割合
Ａ：９０％以上
Ｂ：８５％以上
Ｃ：８０％以上
Ｄ：８０％未満

主担当：手取川プラン委員
評価方法：教職員アンケー
ト・まちの先生活用実施記録
実施時期：７月、１２月

１

学

期

は

評

価

な

し

A 100.0%

　2学期までにどの学年もゲストティーチャーを招いた
学習を2回以上行ってきたが、コロナ禍により例年に比
べ制限が多かった。そんな中でも３年生以上が対象で
あったが、文化庁巡回公演のオオサカシオンウインド
オーケストラ鑑賞は本物に触れる機会として児童は興
味関心高く鑑賞した。

　次年度に向けて、どの教科のどんな場面でゲスト
ティーチャーを活用していくか計画を立てていく。

　総合的な学習の時間では、各学年の年間計画に従
い学習を行った。第３学年では、「川北町大好き」を
テーマに火祭りについてゲストティーチャーを招いて探
求活動を行ってきた。また、5年生では田植え体験で
地域の方々を招いて田植え体験等を行った。

　２学期以降、どの学年もゲストティーチャーを招いた
学習を実施予定。
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＜情報の収集と発信の充実＞
・学校評価委員会等のご意見による学
校改善の推進。
・学校ホームページや各種おたよりによ
る教育活動の発信。

　学校関係者評価委員の意見を
取り入れた改善を進めるととも
に、学校ホームページや学校だ
より等による教育活動の発信を
充実させる。

【成果指標】
学校ホームページや学校だより等に

より、学校の教育活動について保護
者が理解している。

　「家庭への情報連絡や提供が積極
的に行われている」と回答した保護者
の割合が
Ａ：９０％以上
Ｂ：８５％以上
Ｃ：８０％以上
Ｄ：８０％未満

主担当：教頭
評価方法：保護者アンケート
実施時期：７月、１２月

A
96.1%

但し
４＜３

A
97.0%

但し
４＜３

　年間を通じて学校ホームページや学校だよりをはじ
め、学年だより、保健だより、給食だより等で、学校の
教育活動について丁寧に発信し続けてきたことで、保
護者の学校教育への理解も深まってきた。連絡帳の
見落としや、不十分な連絡も改善され、概ね良好で協
働的な関係が築かれてきている。今後も担任が抱え
込まず組織的に対応できるよう情報共有を図っていき
たい。

　これまで同様に情報発信を丁寧に進めるが、伝える
だけでなく、家庭での取組も発信し、健全育成に対す
る意識を高められるよう、啓発活動もあわせて行って
いく。

　学校ホームページや学校だより、学年だより、保健だ
より、給食だより等、学校の教育活動について丁寧に
発信してきており、保護者の理解も深まったが、連絡
帳などの日常のやりとりでの見落としや、連絡が不十分
だった家庭もあり、担任が抱え込まず組織的に対応で
きるよう情報共有を図っていきたい。

　これまで同様に情報発信を丁寧に進める。全学年の
たよりを差異なく発信することで、教育活動への理解
を深めていく。
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